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図書館年史
図書館SO年の歴史
本学は今から110年前の明治19 (1986)年に前身の関西法律学校を大阪西区の願宗寺に開校した。 まもなく興正寺に移り、明
治36年西区江戸堀に校舎を新築して、明治38年私立関西法律学校と改称。その後、北区福島に学舎を移転している。大正11年に
は、千里山に新学舎カダ建設され、法学部と商学部をもつ大学（旧制） となり、 また昭和4年に天六学舎の新築に伴い、専門部が
福島から移転した。
第2次大戦が終わり、昭和23年にはいち早く法・文・経済・商の4学部からなる新制大学へ転換し、昭和33年に工学部、昭和
42年に社会学部を設置して躍進を続けた。
平成6年には、天六学舎の第2部が千里lllに移転するとともに、高槻キャンパスに最先端の科学を中心とした学際的学部であ
る総合情報学部を新設して、画期的な成長を遂げている。
図書館は、創立110周年を迎えた大学の発展とともに歩んできた。大正14年福島学舎時代に、図書庫並びに閲覧室が設けられ、
本学初の独立した図書館を創設してより80年を経ており、 また昭和60年に総合図書館を開設して10年を迎えた。常に学術の中枢
を担う図書館は、本学の歴史と伝統に培われ、 しかも近年は教育・研究を支えるために高度な学術情報のサービスを展開してい
る。継続して図書資料、古典籍の充実を図り継承していく一方で、電子化による情報の提供をも充実し、変革していかなければ
ならない転換期に直面している。
このように「継承と変革」をしていく節目に、図書館は80年の歴史をふりかえり、その淵源を確認してさらなる発展を期する
ために、 ここに年史として記すこととした。関西大学図書館80年の年史である。
（1） 図書館は上述のように、総合図書館を開設した昭和60年に、 当時の本学年史資料編集室（現出版部出版課）の協力を得
て、 「関西大学図書館略年譜」をまとめた。それを『関西大学図書館報籍苑』第20号(1985年4月「総合図書館開館記
念特集号｣）に収載している。この年史は、 これを一つの拠として創立期から現在までを4つに区分してその1区分目を
今回の記述の範囲として、特任嘱託の木下正信氏が担当した。
（2） また、年史を記述するにあたり、本学創立100周年を期して編纂刊行された『関西大学百年史』の中から大部分を援用
する形で記述していくことにしている。写真についても同『年史』に掲載のものを使用させていただいている。出版部に
対して深甚なる謝意を表したい。
（3） 今回は第1区分目として、 「図書館の創世記」を表すため、図書館をとりまく歴史的背景が分かるように、年表や関連
の記録も付して記述してる。
〔図書館〕
図書館80年の歴史(一）
『関西大学百年史」にみる図書館創世記
木下正信
関西法律学校時代
本学の創立は明治19年11月4日である。
関西の法律学校として、大阪西区京町堀願宗寺の
一隅に創立された。当時の「大阪日報」 （現『毎日
新聞｣）に、若き学徒有志に法律・経済学等の一大
専修学校の設立と、 これへの応募を呼びかけている。
仮事務所は土佐堀の第十七銀行内である。
創立者の顔ぶれは、官界・法曹界が主で、時間割
は法律学と法律科目の人事編、財産編とそれに経済
学である。授業の区切りは、江戸堀に移るまで拍子
木で知らせたという。
学生の殆どが職業を持つ社会人であった。弁護士
事務所その他法曹界に身を置いたり、書生を職業と
して修学していた。当時は何しろいわば寺子屋式で
あり、筆記具に矢立てを使用した時代でもあったか
ら、講義録〔『大阪朝日新聞』に寄贈記事('')の他、
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図耆館フォーラム創刊号(1995)
り教場の本堂に収容しきれない状況であったという，
施設の内部をどのように活用していたかは定かでは
ないｶざ、教場の狭い本堂が、即図書室としても併用
していたと解してよいのではないか。
明治21年には天満興正寺の書院も借用し、学生収
容のための教室に充てている。
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, 明治22年,0月 「関西法律学校筆授生講義録』を再度
主に速記の講義であったようだ。開校以来40年間が
夜学校であった本学12'は、照明（ランプ） カゴ必要視
されるし、史料や図面でみるかぎりでは、現代のよ
うな図書室や閲覧室の存在を確認することは、難し
いo
明治19年という年は、初代文部大臣力ざ就任し学校
制度全般を検討、 「帝国大学令」の制定等教育制度
の改革を行い、 日本の学校制度の基本を決定した年
でもある③。
以下各年度を追って「関西大学百年史』等の記録
を引用し、図書館の淵源を探り、その設置により親
しまれ、大学に定着していく関係事項を追跡し、抜
粋させていただく。
「関西法律学校講義録」に戻す
「関西法律学校改正規則」 と 「同校員
規則」を制定
「関西法律学校改正規則」を改め、新
しい学校規則を制定
校名を「司法省指定関西法律学校」 と
改める
「高等学校令」公布（帝国大学進学者
のためには大学予科を設置）
校舎（興正寺）の改築が完成。生徒総
数340名
明治23年5月
明治26年9月
明治26年12月
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明治27年9月改正の「事務章程」第5条には、書
籍類や書籍目録の保管ｶゴ挙ｶゴっている。講師が出版
したり寄贈した書籍を、学生の利用に提供していた
様子がうかがえる。
｢ ~~~ 一~~.~~ ~~~~ ~~~~~ ~~~~ -~~~~ ~~~~~ ~~1
' 鴫論鯛斗'H | 『別科規則制定
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河内町興正寺時代（天満興正寺）
明治20年4月、北区河内町に移転。創立者の一人
井上操は、明治19年2月本学創立に先駆けする東京
大学法政学部（4学部創設明10｡414')教授に迎え
られている。その経験により、教育方針や図耆室的
な教育施設を可能なかぎり関西法律学校にとり入れ
たと考えたい。 しかし、興正寺の復元図や、同教室
の配置施設図からは現在でいう図書室的なものは読
みとれない。当初応募者は予想した100名をはるか
に超える400名で、開校前後には1,000名にもなり、
追加選抜で許可50名を加え、入学生の合計は280名。
三たびの試験の結果、在籍生はさらに352名にもな
関西法律学校発祥の地 興正寺の角櫓
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学力試験の不合格者等を、新設した別科に集め、
読・作文や漢学を授業の強化のため行っていた。河
村善益講師ｶざ提案し、世話人であったという。
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河村善益講師の提案で「文庫」を設置
明治5年の書籍館（湯烏博物館、約
30,000冊）時代を経て、文部大臣は独
立の教育機関として「図書館令」を公
布、運営をはじめる(5)。
江戸堀校舎
「堀北通道路
河村善益講師提案のこの文庫ｶゴ、今から見た本学
図書館創設の、礎石の第一歩になったのではないか‘
講師からの提供本や、一般から貴重な図書の寄贈
を求めると同時に、図書購入費の予算化と執行が行
われた。
参考までに、大学図書館ではケンブリッジ大が
1475年に文庫（建物を築造） を、オックスフォード
大が1603年に文庫（2,500冊） を開設(6'・ 日本では
慶応大ｶ1871年（明4、詳細な図書館規則を作成)、
早稲田大は1882年（明15、図書館設置）そして同志
社大は1887年（明20、書籍館現有終館開館3,000
冊）等々である。
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' 剛論調年7'' 社団法人設立認可を取得
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明治33年2月の文部大臣あて申請書類の資産目録
には、書籍代金500円（資産総額2,500円)、申請に
関する協議会においては上記「文庫」の整頓を挙げ
ている。
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「専門学校令」による学校として認可
「専門学校令」諮問案第5の専門学校
に関する事項には「……研究室、図
書室･…･ ･を備へる」を明記
大阪図壽館（中之,島）閲覧開始。館員
9名蔵書約30,000冊（和・漢・洋)、
有料(8)
校長加太邦憲辞任の際、法律書寄贈
明治37年1月
1
1
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明治38年1111
明治34年 学業成績優秀者に対し表彰状授与、賞
品は書物であった 大阪で唯一私立専門の高等教育機関であり、講師
の殆んどｶ罫優れた経歴と内容を持つ法律学者である。
豊富な科目の内容も、経済・商業よりも法律学が多
くを占めている。
民法典論争では仏法と、英米法や独法との論争華
やかな時代であったため、教員も学生も新しい教材
の導入に苦労が多かった。関東の大学の講義録や専
門書、雑誌も勿論高価であり、講義の速記や他人の
ノート筆写の勉学は大変であった。
冬場の暖は炭火で、教壇には火鉢が置かれた。授
業は毎回出席力罫とられている。学生はよく勉学した。
この頃には学生の様相も変化を来し、職業を持たな
い者・弁護士事務員等官公吏・それと民間企業等に
従事していた者ｶぎ各四分の一ずつとなっている。
江戸堀校舎時代
明治36年3月 「専門学校令」の制定、当時私立の専
門部は、上位に位置する人学の名称を
多く採り、専門学校より高い程度の教
育を行うようになっていた(7)。
江戸堀の新築独立校舎（165坪余、約
542平方メートル）完成
明治36年12月
電話が始めて架設され、教室には電灯ｶ雰つき、 2
階には図書室が設けられた。 12月も押し詰まって移
転は完了。関西一円からの募金額15,480余円の中に
は、図書館界からの協力もあった。
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考にしたことであろう。
記録によると最初の購入本は「ウェブスターの辞
書』であった。寄贈書内容を、当時の『千里山学
報」 （大正11.7.15)から拾うと、個人の追悼記念等
で寄贈された『大ラルース」 8冊や『マイヤース百
科大辞典』 27冊、 日本銀行員中西次郎氏から経済学
に関する英・独耆50冊、そして大正11年9月には、
内田信也
経済、商業に関する英、独、仏、邦書数百冊
水上長次郎
法律に関する仏耆百数十冊
井上一男
経済及び一般科学に関する英、仏、邦書数十冊
加福力太郎
交通及び一般科学に関する英書数十冊
平賀憲夫
経済、法律その他に関する英、邦書百数十冊
小田末造
経済特に金融、取引所に関する英書60余冊
毛戸勝元
法律に関する洋書百数十冊
下村宏
コンラードの辞典、 日本経済全書他数百冊
水谷撲一
経済学及び文学に関する洋書16冊
岸田幸雄
ハームスウォース万有百科全書、マルクス全書、
世界地図、英国古文書
その他大阪商業会議所、東京叢文閣、京都商業会議
所、各地の研究会、青年団、私大、等々と、 『千里
山学報」に毎号当時は高価であった図書の寄贈の掲
載が続く。 （以下省略）
大正12年10月の記事には、震災による東京大学図
書館の焼失（740,000冊全焼('3')記事紹介の後で
「本学の図書も着々として充実しつつあると同時に、
係員を督してその整理をいそがせつつあるが、すで
に本学舎図書室に備付けを了したものもかなりあり、
なお、続々こちらへ運ばせることになっているから、
学生諸君が研学上遺憾なくこれを利用せられんこと
を希望する｡」 と、早期設置を希望する学生達に伝
えている。
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山岡順太郎総理事に就任
第1回「学の実化」講座開催
千里山予科校舎15,000坪での授業開始
新学制「大学令」による関西大学設立
認可
予科25教室の幾つかを、仮図書館に充
当することを理事会で決議。『千里山
学報』 （大11.10.15）に仮図書館の設
置構想を公表
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千里山・天六学舎時代
大正11年の千里山学舎は、予科校舎（現在の大学
院生研究棟、昭和9年12月焼失）だけであり、暫定
的に予科教室の一部力ざ図書室に充てられている。 11
月「千里山校舎設計略図」内に、図書閲覧室が示さ
れた。場所は後年図書館が新築された位置（現在の
「簡文館｣）である。大学昇格を機運に、購入と多
数の寄贈本により蔵書冊数（新刊書が多数で約
10,000冊）は急速に増加していく。
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I
千里山学舎の図書閲覧室は10月末竣成
し、 11月15日より学生・大学関係者に
閲覧を開始
I
し－－． .＝一一一 ‐一・一・一一一一一一一一一一一一一一一一 .-. ､－－．一 ‐ーー一一-－ ，－－－－‘ 一一一一一 －－．－－“ ．一巳一一． －－－－－－』
一方、本学専務理事教授宮島綱男の経済・商業、
特に保険に関する個人蔵書（現在は宮島綱男文庫と
して所蔵）が、当時本学関係者や学生に開放され、
利用に供されている。
現在の総合図書館蔵書本の中には、若い登録番号
で『ボアソナード民法」等があり、 しかもそれに
「関西法律学校」の蔵耆印がみられる。 これらは総
合図書館開設後11年目で、早くも狭臨化がすすむ現
在の書庫の状況から見て、保存・廃棄の問題提起の
種因になるものであるが、反面、学歌にある「歴
史」の証拠であり財産でもある。是非保存し続けた
いものである。
「~~､－．－ーーーーーーーーーー一.~~一.一一.一一~ー~ー~ー~ー一一一一・~･~ー－ー..~一一一一.ー一一一一一一~一一一一一一一一一一・.~一一一一一~･ーー.･･.ー･‘････ﾛ, ‘ー~~.ー－1
1 1
｜ 大正12年4月 千里村小学校分教場開始豊j封寸役場
及び小学校新築落成
渋川忠二郎講師仏法蔵書100余冊寄
贈
本学教授水谷撲一、岩崎卯一等の渡欧
報告記事が『千里山学報」に出る。
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大正12年9月
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関係者による外遊、 とりわけ留学した大学の図書
館施設や、学生の勉学状況の報告記事があり、 日進
月歩ですすむ立場の本学は刺激を受け、おおいに参
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文学科新設が認可
関西大学第二商業学校開校
｢関西大学図書館規則」を制定
l
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当時の図書館規則内容をみると、図書は高価であ
ったため、その扱いは館内閲覧（学生10冊）が中
心になっている。教員も冬・夏休暇中の帯出は（洋
15、和20冊）は、館長の許可が必要である。当時大
阪市民に対して、図書館の利用を奨励する「図書館
週間」カゴあり、本学の教員ｶゴ講演に呼ばれている。
｢~~~~一.一一・一 . -~~~~~~~~~~~~~~一’
' 大正'3年'2川 本学専務躍臺講師硫崎欽薔逓去
L－－－－－－－－－－－－－－-－－－－．－－－－－－．－－－－－．--.----. 一一－－－．－－．－－.一一一一一一－－．－－－－．－－－－－ －－」
弁護士でもあった柿崎欽吾は、山岡順太郎を総理
事に迎え、 30有余年に渡り本学の発展に尽くした。
その後柿崎の遣蔵個人図書324冊の寄贈を受け、氏
の遺徳を偲んで別に「柿崎記念文庫」資金の寄付を
呼びかけ、 14年5月にこれを設立、図書館は寄贈を
受けている。 「千里山学報』から寄付金内容を拾っ
てみると、一口5円で143名600口、 3,000円に及ん
でいる。因みに当時の『英和辞典』が約700頁2円
40銭“'、本学講師宮島綱男の『経済原論』が370頁
3円50銭である。
昭和2年1月『千里山学報』新年号では、山岡順
太郎総理事は千里山学舎（大学令による大学予科）
の完備、同図書館（現在の簡文館）の起工と相まっ
て、福島学舎から天六学舎（専門学校令による専門
部2,000百余坪）への移転に触れて所感を述べ、表
紙には千里山学舎の図書館配景図（青写真） を晴れ
晴れしく公表している。
~
千里山図害館建築模様
図書館閲覧室風景
当初の図書館閲覧室の机は20程度、椅子は長椅子
のため4から8名で囲まれるから、学生の収容人数
としては160名でも、通常は100名ぐらい力罰ちょうど
よいところであった。
戦後の座席数も200余席程だが、後年学部・学生
数の増加に伴い、卓球台のような木製机と座席数は、
倍近く増設されていく。
昭和2年10月 専門部学生同盟休校、要求項目（十一
カ条）の中に千里山学舎と比較して、
遅れている専門部図書館（天六）の設
置を要求
森清力寸DeweyD.Cを模して「日本
十進分類法』を作成、編蟇する。
千里山図書館が俊成、 6月開館
昭和3年
Ⅲ蹄u；年uH 山岡順太郎総理亭の逝去
山岡順太郎総理事は大阪商船副社長から大阪鐵工
所社長、大阪住宅経営等々幾多の企業や公共事業に
役員として携わり、招聰された本学では旧制大学に
よる昇格、学舎・総合グラウンド建設の資金集め、
等々大学を率先した功績には甚大なもの力ざあった。
その功徳を偲んで「山岡記念文庫」の設立が呼び
かけられ、集まった多くの鱸金で「邦語参考書」類
を購入、同じく本学評議員堀啓次郎（大阪商船社
長）からは、図書購入のための多額の寄付を受け
「堀文庫」 とし、両文庫とも新築された天六新学舎
図書館に収められた。
昭和3年4月
完成した図書館は鉄筋コンクリート3階建て、地
下室付き。輸入した強靭な鉄骨支柱による書庫は、
5階建て。昭和9年の記録的な室戸台風の暴風雨に
も、 その強さを示した。
館内には製本室・食堂もあった。蔵書数約16,000
冊。金融機関の出納を思わせる貸出・返還の窓口は、
周りが金網製。それまで整理されていたものに加え
て、慶ぶ本学関係者を始め、篤志家による寄贈本カゴ
多く寄せられた。
昭和60年4月総合図耆館ができるまでの57年間、
教育研究の中枢的機能を果たす。
Qワ
ゾ白
｢関西大学百年史』にみる図書館創世記
目録作成が開始され、登録番号は1番から付与し
た。天六学舎昭和4年11月、千里山は昭和10年11月
である。
｢~~~~~~一~~~一~－~~-..--~.~~~~~~~~.~~~~--~~~~~~~~---~~~~~~~~~~~~~.~－~－~~~~~~~~~~1
1 昭和4年7月 『千里山学報』を改題して『関西大学 ｜
学報』とする
| 昭和4年9月 天六新学舎俊成
｜ 昭和4年12月 専門部図書館閲覧を開始
｜ 昭和5年4月 専門部第一部（昼）設置
| 昭和19年4月 関西工業専門学校設置
L－－．－－－.__－－－－．－.‘ローーーーーー-.-.---.- 一ー－－－－－－－.__－－－－－．．．－.-...--...-－－，．－－－－－－－－－－－－－－」
専門部図書館は天六学舎の地階に設置された。そ
れまでの学生は市電に乗って、中之島府立図書館を
利用していた。昭和9年12月、千里山予科の学舎は
焼失する。
昭和10年4月、天六学舎の増築（地下1階、地上
4階）に伴い、閲覧室・書庫等図書館は、地階から
静かで採光の良い4階に移される。平成6年3月、
第2部が千里山に移転するまでの実に65年間、多く
の学生や大学関係者に親しまれ、利用された。
千里山学舎の戦時中は、食堂の屋上に空襲に備え
た警報台を設ける等、軍隊が使用、艦載機からの機
関砲による機銃掃射を浴びるありさまで、当然図書
館は一時閉館。
戦後は散逸していた図書の回収と整備から図書館
は始まった。
昭和24年には円形の開架式図書室が、総合グラウ
ンド上部の位置に建物に付設して開設され、学生の
好評を得る。
振り返って見て、蔵書約1,600,000冊になろうと
する現在の総合図耆館での一日平均の利用者数は、
平成8年3月現在では約5,000名に及び、試験期に
は10,000名を越している。
昭和3年6～7月の1日平均入館人員をみると
179名、 また閲覧図書は平均58冊。
当然対象となる学生数は異なろうが、文字どおり
隔世の感ひとしおである。
大学図書館界は今、学術情報システムの重要性と
それへの参加に努め、マルチメディア資料による、
電子情報センターへと変貌をしてきている。
将来「紙」による本の刊行があるのか、は知り得
ない。
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※本学関係者の敬称は省略した。
第2次大戦以降の歴史については、次回にゆずる。
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